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Abstract
The mesoparasitic copepod Lernaea cyprinacea 

Linnaeus, 1758 (Lernaeidae) was collected from me-
daka, Oryzias latipes (Temminck and Schlegel, 1846) 
(Beloniformes: Adrianichthyidae), in a pond at Ago, 
Shima, Mie Prefecture, central Japan. Only fragmen-
tary records existed of L. cyprinacea of Mie Prefec-
ture, and the present collection represents the first 
specimen-based record of the species from the prefec-
ture. Both a filamentous green alga Stigeoclonium sp. 
(Chaetophorales, Chlorophyceae) and peritrich ciliates 
were attached to the trunk of L. cyprinacea. Copepods 
were found to insert their anterior body into the host 
fish near the base of the pectoral, dorsal, and anal fins.

はじめに
淡水魚に寄生するカイアシ類のイカリムシ

Lernaea cyprinacea Linnaeus, 1758は，わが国で地

理的分布が最も詳しく調べられた魚類寄生虫の 1

種 で あ る（Nagasawa et al., 2007； 福 島 ほ か，

2020）．しかし，地域によっては，その記録は単

に県名や宿主名に留まり，産地や寄生状況などに

関する情報を欠くことも少なくない．また，地球

環境が著しく悪化している現在，各地域の生物種

を正しく同定し，その証拠標本を博物館等に収蔵

して後世に残すことが極めて重要である．しかし，

過去のイカリムシの研究では，この作業はほとん

ど行われなかった．これらは三重県に産するイカ

リムシにも当てはまり，極めて簡単な 3記録が存

在するだけで，標本は残されていない．すなわち，

三重県は，1920年代に養殖二ホンウナギ Anguilla 

japonica Temminck and Schlegel, 1847にイカリム

シの寄生を認めた 8都県のひとつとして（松井・

熊 田，1928；Matsui and Kumada, 1928）， ま た

1960年代にイカリムシが出現した「鰻養殖池」

と「金魚養殖池」が存在する各 7県と 5都県のひ

とつとして県名が記されたに過ぎない（笠原，

1962）．

筆者らは最近，三重県で採集したミナミメダ

カ Oryzias latipes (Temminck and Schlegel, 1846)に

イカリムシの寄生を認めた．これは，この寄生虫

が三重県にも分布することを示すものである．本

論文では，採取したイカリムシの観察結果を述べ

る．

材料と方法
2019年 8月 2日，三重県志摩市阿児町甲賀に

ある「ほのぼの公園」内の池（長さ 34.3 m，幅

13.3 m，岸辺付近の水深 25–35 cm，34°19′16″N，

136°51′52″E，Fig. 1）でタモ網を用いてミナミメ

ダカ 3尾を採集した．本論文の第二筆者が，この

池でエビ類を調査した際（今井ほか，2019），イ

カリムシが寄生したミナミメダカを偶然見つけ採
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集したものである．現地でそれらを写真撮影し，

高松市にある瀬戸内海区水産研究所（現水産技術

研究所）に輸送した．到着後，1尾から脱落した

緑藻類が着生したイカリムシを見つけたので，こ

れを藻類同定用に甲府市にある山梨大学に生かし

て輸送した．残り 2尾は 10%ホルマリンで固定

した．その後，静岡市にある水族寄生虫研究室に

おいて，この 2尾の標準体長（SL，mm）を測定後，

実体顕微鏡（Olympus SZX10）に取り付けた撮影

装置を用いて写真撮影した．次に，寄生部位を記

録後，宿主から摘出したイカリムシを実体顕微鏡

下で観察・撮影した．イカリムシは 70%エタノー

ルで再固定・保存した．山梨大学では，実体顕微

鏡（Olympus SZX16）下でピンセットを用いて緑

藻類をイカリムシから生きた状態で単離し，生物

顕微鏡（Olympus BX51）下で観察するとともに

撮影装置を用いて写真撮影した．現在，イカリム

シ標本は第一筆者のもとにあり，日本産イカリム

シの形態学的研究を行った後に，茨城県つくば市

にある国立科学博物館筑波研究施設の甲殻類コレ

クションに収蔵する予定である．本論文で述べる

魚類の和名と学名は本村（2020）に従う．キンギョ

の学名は宮地ほか（1976）に従う． 

結　果
水族寄生虫研究室で検査した 2尾のミナミメ

ダカのうち，1尾（19.0 mm SL）には 2個体のイ

カリムシが寄生し，それぞれ宿主の胸鰭基部から

体前部を宿主に穿入させていた（Fig. 2B, C）．ま

た，他 1尾（27.5 mm SL）には 4個体のイカリム

シが寄生し，2個体は胸鰭基部，1個体は背鰭基部，

残りの 1個体は尻鰭基部から体前部を宿主に穿入

させていた（Fig. 2D, E）．

2尾のミナミメダカから採取したイカリムシ 6

個体はすべて雌成体で，採取時に損傷した 2個体

を除く 4個体の体長（卵嚢を含まない）は 5.9–7.9

（平均 6.7）mmであった．頭部直下に背腹 2対の

突起が発達し（Fig. 2F），胴部はほぼ円筒形で後

部がやや膨らみ，3個体は胴部後端近くに一対の

卵嚢を有していた（Fig. 2D, E）．

イカリムシ 6個体のうち 2個体は，糸状体が

集合した緑藻類の着生を受けていた（Fig. 2A–C）．

この緑藻類は，採集時には鮮やかな緑色を呈して

いたが，ホルマリンで固定後は脱色して白化した．

また，イカリムシ 4個体に，細い柄とその先端に

吊鐘様構造を有するツリガネムシ目繊毛虫類の着

生が見られた（Fig. 2B–D）, 特に 2個体において

著しい着生が見られ，群生してイカリムシの胴部

ほぼ全面を覆っていた（Fig. 2B, C）．

一方，山梨大学でイカリムシから単離した緑

藻類は，細胞が単列に連なった枝を持つ房状の糸

状体で，各細胞に 1個の薄板状の葉緑体が認めら

れた．枝の先端が尖っており，カエトフォラ目カ

エトフォラ科に属するスチゲオクロニウム属の 1

種，Stigeoclonium sp.と同定された（Fig. 3）．

考　察
緒言に記したように，三重県産イカリムシに

関しては，これまで断片的な記録しかなかった（松

井・熊田，1928；Matsui and Kumada, 1928；笠原，

1962）．しかし，今回，イカリムシの標本を実際

に採取し，三重県における分布を確認することが

できた．過去の記録では 2種（二ホンウナギとキ

ンギョ Carassius auratus Linneus, 1758）が宿主で

あり，いずれも飼育魚である．ミナミメダカは，

三重県におけるイカリムシの最初の野生魚の宿主

である．

前報（長澤ほか，2020）で記したように，ミ

ナミメダカはイカリムシがよく利用する宿主であ

Fig. 1. Sampling site of medaka, Oryzias latipes, infected by 
Lernaea cyprinacea, at Ago, Shima, Mie Prefecture, central 
Japan. The pond was 34.3 m in length, 13.3 m in width, and 
25–35 cm in depth near bank.
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る．今回，この寄生虫を三重県で採集したことに

より，東京都以西の下記 12都府県のミナミメダ

カに寄生を確認したことになる：東京都，長野県，

静岡県，愛知県，三重県，奈良県，大阪府，山口

県，福岡県，大分県，佐賀県，長崎県である［文

献は長澤ほか（2020）を参照］．一方，ミナミメ

ダカは，「環境省レッドリスト 2020」において絶

滅危惧 Ⅱ類に指定され，絶滅の危険が増してい

る（環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進

室，2020）．このまま日本各地でミナミメダカの

個体群減少が続くならば，イカリムシの宿主とし

てのミナミメダカの重要性は徐々に低下していく

かも知れない．

本論文で報告したミナミメダカは，小さな公

園にある池で採集した（Fig. 1）．この池は横を流

Fig. 2. Lernaea cyprinacea, postmetamorphic adult females, parasitic on medaka, Oryzias latipes. A, medaka (19.0 mm standard length) 
harboring two individuals of L. cyprinacea attached by filamentous green alga, live specimen, dorsal view. Note that two copepods are 
not seen because they were covered with alga; B, medaka infected by two individuals of L. cyprinacea, which were heavily attached 
by both filamentous green alga and peritrich ciliates, ethanol-preserved specimen, ventral view; C, closeup image of right individual 
of L. cyprinacea shown in Fig. 1B; D, medaka (27.5 mm standard length) harboring two individuals of L. cyprinacea (arrowheads) at 
base of pectoral fins, ethanol-preserved specimen, ventral view. Note that two copepods were attached by peritrich ciliates; E, medaka 
harboring two individuals of L. cyprinacea (arrowheads) each at base of dorsal and anal fins, ethanol-preserved specimen, lateral view; F, 
cephalothorax, ethanol-preserved specimen, anterolateral view. Abbreviations: af, anal fin; df, dorsal fin; fga, filamentous green alga; pc; 
peritrich ciliates; pf, pectoral fin; t, trunk. Scale bars: A, 10 mm; B, C, 4 mm; D, 5 mm; E, 3 mm; F, 1 mm.

Fig. 3. Microphotographs of filamentous green alga (Stigeoclonium 
sp.) removed from copepod Lernaea cyprinacea. A, uniseriate 
filaments of erect plant, with tip-pointed branches, live 
specimen. Note some dichotomous branches; B, cylindrical 
or swollen cells, each with single parietal chloroplast, live 
specimen. Abbreviation: chl, chloroplast. Scale bars: A, 100 
µm; B, 20 µm.
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れる用水路から導水しているが，その水量は多く

ないため，イカリムシの感染幼虫はほとんど流さ

れることなく，ミナミメダカに比較的容易に感染

できると推測される．近年，西日本では，イカリ

ムシの寄生したミナミメダカが農業用水路で多く

見つかっている（長澤ほか，2012，2020；長澤・

久志本，2019）．その環境条件とイカリムシの感

染との関係はまだ未検討であるものの，山口県で

の例では，農業用水路の流れは極めて遅く，水深

も浅かった（長澤・久志本，2019）．こうした環

境条件がイカリムシのミナミメダカへの寄生を容

易にしている可能性がある．

今回，イカリムシの胴部に緑藻類とツリガネ

ムシ目繊毛虫類の着生が見られた（Fig. 2A–C）．

ミナミメダカに寄生したイカリムシへの緑藻類の

着生については，古くは鈴木（1965）が「アオミ

ドロ」が着生した様子を生体写真で示した．また，

長澤ほか（2012）は福岡県産ミナミメダカに緑藻

類の着生を認め，長澤・久志本（2019）も緑藻類

が着生した山口県産ミナミメダカの生体写真を示

した．その同定に関して，鈴木（1965）は「アオ

ミドロ」としたが，詳細な形態観察に基づくもの

ではなかった．今回，三重県産イカリムシに着生

していた緑藻類は，廣瀬・山岸（1997），山岸（1999，

2007），Guiry and Guiry（2020）の情報よりカエ

トフォラ科の Stigeoclonium sp. であると判断され

た．なお，本属の藻類が河川の比較的急流中の岩

上に着生するという記載（廣瀬・山岸，1997）や，

低水温の湧水や水のきれいな川などの水草や小石

などに付着するという記述（山岸，1999）は認め

られたものの，動物に付着していた情報は筆者ら

が探した限りでは得られなかった．したがって，

イカリムシへの着生が認められたのはおそらく本

論文が最初であろう．

一方，ツリガネムシ目繊毛虫類の着生につい

て，鈴木（1965）はミナミメダカの体表に「ツリ

ガネムシ」の付着が見られことがあると記した．

本論文の筆者らも，日本各地の野生ミナミメダカ

に類似の繊毛虫類の着生を認めている［長澤ほか，

2012（佐賀県，繊毛虫類と報告）, 2017（岡山県，

有柄繊毛虫類）, 2019（沖縄県，ツリガネムシ科

繊毛虫類），2020（大分県，ツリガネムシ目類似

の繊毛虫類）；長澤・新田，2019（和歌山県，ツ

リガネムシ目繊毛虫類）］．また，長野県産ミナミ

メダカに寄生していたイカリムシを報じた論文

（ビーティーほか，2009）には，胴部に多数着生

した生物の生体写真が示されている．その外観は

本論文で示したツリガネムシ目繊毛虫類が群生し

た外観（Fig. 2B, C）に似ており，長野県産イカ

リムシの付着生物もツリガネムシ目繊毛虫類で

あった可能性が高い．最近，中国産淡水魚類とイ

カリムシの体表から分離された繊毛虫類がツリガ

ネムシ目に属する Epistylis wuhanensis Wang, Zhou, 

Guo and Gu, 2017として新種記載された（Wang et 

al., 2017）．わが国でも，同様な分類学的研究が望

まれる．
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